1、 実験目的

既知波長の原子スペクトル光源を用いて分光器の分散曲線を作成し、これを用いて試料の原子スペクトルの波長の測定を行うことが本実験の目的である。

2、 実験の原理

図1のように、ガラスプリズムの一方の屈折面ABへの入射光をI（入射角ｉ）、他方からの透過光をＴとすると、この両者のなす角δ、すなわち偏れの角は光の波長によって異なる。種々の波長に対するガラスの屈折率の違いに応じて、透過光は分解される。入射光が種々の波長の光を含んでいると、透過光の側ではその偏れの角に応じて分布したスペクトルが得られる。観測位置がプリズムから遠方にあるほど、スペクトルは空間的に大きく広がり、スペクトルの分解能が向上する。

　プリズムへの光線の入射角および観測スケールの位置を固定するとき、分光器は固有の分散曲線を描く。したがって、あらかじめ使用する分光器の分散曲線が分かっていれば、未知の光の波長を決定したり、スペクトル分布を知ることができる。
3、 実験装置

· 分光器（島津分光器　ＫＢⅡ型）※概念図を図2に記す。

· Na、Hg、Cdを封入した熱陰極放電管

· 水素放電管

· 誘導コイル

· 豆電灯

4、 実験方法

1） Ｎａランプでコリメータのスリットを照らして望遠鏡Ｔをのぞいた。スリットの幅を細め、かつ望遠鏡の長さを調節してスペクトルが楽に、細く、はっきりと見えるように調節した。

2） 先端スケール
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に豆電灯を十分近づけておいて、望遠鏡からのぞき、
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が傾いて見えたり、上下しすぎていないことを確認した。

3） Ｎａ、Ｈｇ、Ｃｄ光源で順次コリメータのスリットを照らし、望遠鏡を通して偏れをスケールから読み取り、使用して分光器に対する分散曲線を描いた。
5、 測定データ

Na、Hg、Cd光源の観測されたスペクトル線を表1、表2、表3に記す。これらを基に描いた分散曲線をグラフ１に記す。同様にスケールの目盛を横軸、
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を縦軸にとって描いたグラフをグラフ２に記す。表4に水素放電管について観測されたスペクトル線を記す。

6、 解析および結論

グラフ２の傾き及び切片を最小二乗法によって求めると
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（ｘはスケールの目盛）

である。この方程式により水素放電管について観測されたスペクトル線の波長を求める（表４）。

表4から、次式
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より
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を求めると、
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3　のとき　　
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である。
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がおよそ一定の値をとることから、Balmer系列が成り立っている。
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の平均値
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を求めると
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7、 検討・考察
実験結果と教科書記載の
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の実験値
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とを比較すると誤差は＋0.93％であった。平均値としての誤差は小さいものの個々の値にばらつきがあり各測定において誤差が生じたものと考えられる。

誤差の原因としては視差が考えられる。分散曲線の作成においては観測した点の数も多く、滑らかな曲線になったことから誤差は小さいものと考えられる。水素スペクトルの波長の観測においては、それぞれのスペクトル線の観測が困難であった。特に淡い色のスペクトル線の観測においては、スペクトル線が暗く、スケールと同時にスペクトル線を観測できなかった。

教科書記載の水素スペクトルの値と実験より得たデータを比較するとｎ＝３，４，５，６（赤、青、紫、淡い色）においてそれぞれ-2.19％、+0.198％、-0.540％、-0.116％の誤差があった。

それぞれの測定における誤差が
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においてどの程度の誤差を生じさせるかを考える。ｎ＝３の時の波長のみ実験から得たデータを使うと
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の値においては0.588％の誤差を生じる、同様にｎ＝４では0.0212％、ｎ＝５では0.163％、ｎ＝６では0.320％である。赤と淡い色のスペクトルの観測は特に困難であったため、誤差が大きくなっている。
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